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　来る、11月1日～3日の3日間、四

天王寺大学では、『第52回 IBU祭』

を開催いたします。

 本年度実施する大学祭は、音楽棟が

新設されたことにより、例年とは違っ

た、また普段は見ることのできない空

間に変わるべく数々の企画を用意して

います。卒業生や地域の皆さんも、い

つもとは少し違った四天王寺大学の雰

囲気を味わいにお越しください。大学

祭運営委員会一同、来場された皆様に楽しいひと時を過ごしていただけるよ

う、日々努力しています。心より皆様のご参加をお待ちしております。

（大学祭運営委員会委員長）

テーマ:「咲」
さく

IBU祭
火 水 木・祝11月1 ・2 ・3

【入場無料】開催時間:10：00～19：00

2011

OPEN CAMPUS

参加者にIBUオリジナルグッズを
プレゼント！！

 ☆参加申し込み不要　☆入退場自由
 ☆無料送迎バス運行（11月3日を除く）

☆大学・短期大学部紹介 全体入試説明会
大学・短期大学部の学部・学科や入試制
度についてなど、わかりやすく説明し
ます。

☆個別相談・フリートーク
学部・学科別の内容、入試・授業内容・ク
ラブ活動など、様々な質問を先生や在
学生にしてみよう。

☆キャンバスツアー
学生生活を満喫するなら、学内環境も
大切。IBU生と一緒にチェックしよう。

☆ランチ体験～学食を味わってみよう！～
IBUの食堂でランチを無料サービス！
受付でジュースももらえます。

☆オリジナルグッズ
来場者全員にプレゼント！
IBUのかわいいグッズがいろいろ！
アンケート記入でさらに…

11：00～15：00

11/3 
 
10：00～15：00

12/11 
 

9/11
10：00～15：00

日

10：00～15：00

10/2 
 

日

祝

日

春名  寛志さん

大学祭運営委員会
 委員長

平川  夏季さん

大学祭運営委員会
副委員長

有住 奈央美さん

大学祭運営委員会
副委員長

あの青春時代に帰る日

11月3日
「同窓会総会」
「ホームカミングデー」開催

祝

郵送：  9月  5日（月）～  9月16日（金）
持参：  9月17日（土）

郵送：  9月26日（月）～ 9月 30日（金）
持参：10月  1日（土）

郵送：10月17日（月）～10月28日（金）
持参：10月29日（土）

郵送：11月29日（火）～12月16日（金）
持参：12月17日（土）

郵送：  1月  4日（水）～  1月18日（水）
持参：  1月19日（木）

郵送：  1月23日（月）～  2月  9日(木)
持参：  2月10日（金）

郵送：  2月13日（月）～  3月  2日（金）
持参：  3月  3日（土）・5日（月）

郵送：  1月  4日（水）～  2月13日（月）
持参：  2月14日（火）

郵送：  2月13日（月）～  3月  9日（金）
持参：  3月10日（土） ・12日（月）

自己推薦型

前期日程

後期日程

後期日程

前期日程

中期日程

センター試験
利用入試Ⅰ期

センター試験
利用入試Ⅱ期

A
O
入
試

推
薦
入
試

一
般
入
試

  9月24日（土）

10月  8日（土）

  

  9月28日（水）

10月13日（木）

入試の種類 出願期間 試験日 合格発表日

試験日自由選択制

試験日自由選択制

11月  6日（日）

11月  7日（月）

  2月17日（金）

  3月  9日（金）

  2月18日（土）

  3月16日（金）

 
  2月26日（日）

  3月13日（火）

  2月26日（日）

  3月18日（日）

12月25日（日）

  1月26日（木）

  1月27日（金）

12月20日（火）

11月15日（火）

2月  4日（土）

特技入試
資 格 型

特技入試
資 格 型

基　  礎

一　  般

郵送：  9月  5日（月）～  9月16日（金）
持参：  9月17日（土）

郵送：10月17日（月）～10月31日（月）
持参：11月  1日（火）

郵送：  2月13日（月）～  3月  9日（金）
持参：  3月10日（土）・12日（月）

郵送：  9月26日（月）～  9月30日（金）
持参：10月  1日（土）

郵送：10月  3日（月）～10月14日（金）
持参：10月15日（土）

郵送：  1月  4日（水）～  1月18日（水）
持参：  1月19日（木）

郵送：  1月  4日（水）～  2月13日（月）
持参：  2月14日（火）

自己推薦型
Ⅰ期

自己推薦型
Ⅱ期

自己推薦型
Ⅲ期

センター試験
利用入試Ⅰ期

A
O
入
試

推
薦
入
試

一
般
入
試

  9月24日（土）

11月  5日（土）

  9月28日（水）

11月  9日（水）

入試の種類 出願期間 試験日 合格発表日

試験日自由選択制

試験日自由選択制
10月20日（木）

10月21日（金）
  1月26日（木）

  1月27日（金）  

  2月26日（日）

10月13日（木）

  2月18日（土）

  3月18日（日）

10月28日（金）

  2月  4日（土）

3月16日（金）

10月  8日（土）
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平
成
22
年
11
月
3
日（
祝
）、

第
2
回
目
の
四
天
王
寺
大
学

同
窓
会
総
会
・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。た

く
さ
ん
の
同
窓
生
と
ご
家
族

が
参
加
さ
れ
、懐
か
し
い
恩
師

や
同
窓
生
と
の
再
会
を
喜
び

合
う
と
と
も
に
、同
時
開
催
の

大
学
祭
・
生
涯
学
習
フ
ェス
タ

の
賑
わ
い
を
在
校
生
と
共
に

楽
し
み
ま
し
た
。

　

な
お
、今
回
は
、同
窓
会
総

会
が
開
か
れ
た
会
場
で
は
、引

き
続
き「
保
育
科
在
学
生
・卒

業
生
交
流
会
」も
開
催
さ
れ
、

世
代
を
超
え
た
有
意
義
な
交

流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　　

四
天
王
寺
大
学
事
務
局
棟

6
階
で
開
催
さ
れ
た
同
窓
会

総
会
で
は
、ま
ず
、原
田
一臣
副

会
長
が
、新
し
い
同
窓
会
組
織

と
し
て
本
会
を
立
ち
上
げ
て

か
ら
1
年
間
と
い
う
も
の
、多

数
の
同
窓
生
に
支
え
ら
れ
、順

調
に
事
業
計
画
を
遂
行
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
触
れ
、

同
窓
生
諸
氏
へ
の
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
、総
会
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

　

四
天
王
寺
大
学
同
窓
会
会
員
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
21
年
11
月
に
私
た
ち
の
同
窓
会
が
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て

か
ら
2
年
近
く
が
経
ち
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
手
探
り
状
態
で
は
あ
り
ま

す
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
毎
年
の
事
業
計
画
を
堅
調
に
達
成
し
な
が
ら

し
っ
か
り
と
歩
ん
で
お
り
ま
す
。

　

先
行
き
不
透
明
な
時
代
に
あ
っ
て
、
我
が
母
校
は
堂
々
た
る
新
し
い

音
楽
棟
が
完
成
し
、
ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子
が
関
西
リ
ー
グ
1

部
に
昇
格
す
る
な
ど
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
誠
に

う
れ
し
く
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
活
動
の
活
発
化
は
、
皆
様
の
協
力
な
く
し
て
は
語
れ
ま
せ
ん
。

会
員
相
互
の
親
睦
を
よ
り
深
め
、
元
気
で
楽
し
い
同
窓
会
に
な
る
よ
う
、

そ
し
て
、
大
学
へ
の
支
援
と
協
力
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
け
る
よ
う
、

ま
ず
は
こ
の
秋
の
総
会
へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

皆さまのご協力で
同窓会の発展を

順
調
な
活
動
状
況
の
報
告

懐
か
し
い
母
校
で
の
交
流

四天王寺大学
同窓会 総会
ホームカミングデー

 会長  森田貴夫

　

平
成
21
年
11
月
の
再
立
ち
上
げ
か
ら
間
も
な
い
「
四
天
王
寺
大
学
同

窓
会
」
で
す
が
、
昨
年
度
は
卒
業
生
、
新
入
生
へ
の
記
念
品
贈
呈
、
奨
学

金
制
度
の
設
立
、
ま
た
総
会
を
機
に
「
保
育
科
在
学
生
・
卒
業
生
交
流

会
」
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
着
実
に
動
き
始
め
た
よ
う
で
す
。
大
学
と

し
て
も
、“

本
学
の
今”

を
も
っ
と
情
報
発
信
し
、
同
窓
会
活
動
の
活
発

化
を
よ
り
一
層
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
新
し
い
音
楽
棟
が
完
成
し
ま
し
た
。
音
楽
教
育
の
授
業

の
ほ
か
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
場
に
も
な
る
期
待
の
新
施
設
で
す
。
ま
た
、
来

年
度
か
ら
人
文
社
会
学
部
に
は
、
広
く
深
く
日
本
に
つ
い
て
学
ぶ
日
本

学
科
と
、
語
学
ス
キ
ル
を
重
視
し
た
国
際
キ
ャ
リ
ア
学
科
を
新
設
し
、

国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
を
強
化
す
る
な
ど
、
時
代
を
見
据

え
た
改
革
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

き
た
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
、
本
学
の
進
化
を
実
感
さ
れ
ま
す

よ
う
、
多
く
の
卒
業
生
が
来
学
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

進化する母校を
見て感じてほしい

　 学長  碓井岑夫

学位授与式で記念品を贈呈
　平成23年3月15日、学位授与式が行われ、短期大学部147名、
大学・大学院636名が新たな門出を迎えました。開式前には11日
に発生した東日本大震災の被災者の方々へのお見舞いの言葉があ
りました。式典では学長の式辞、理事長の祝辞に続き、四天王寺

大学同窓会 副会長の原田一
臣氏が祝辞を述べました。
また、同窓会より卒業生全
員に記念品として学位記カ
バーを寄贈し、IBUを巣立つ
皆さんを讃えました。

入学式で記念品を贈呈
　4月1日、平成23年度四天王寺大学入学式が行われ、同窓会を
代表して副会長の和田千鶴氏が祝辞を述べ、幹事の若林節哉氏

が新入生へ記念品として念珠を贈呈しました。
和田副会長は新入生を祝福するとともに、
「仲間と共に学生生活を有意義なものにし、四

天王寺大学の発
展の礎として、ま
た、新しい時代
を築いていく担
い手として、期
待しています」と
激励しました。

ご報告

　

続
い
て
、森
田
貴
夫
会
長
お

よ
び
碓
井
岑
夫
学
長
が
挨
拶

に
立
ち
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
発
展
ぶ

り
な
ど
大
学
の
近
況
を
説
明

す
る
と
と
も
に
、同
窓
生
同
士

が
旧
交
を
温
め
て
大
学
発
展

を
支
え
る
べ
く
、毎
年
の
こ
の

集
い
へ
の
多
数
の
参
加
と
有
意

義
な
交
流
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。そ
の
後
、平
成
21
年
度
の

会
計
報
告
お
よ
び
平
成
23
年

度
の
事
業
計
画
の
説
明
が
あ

り
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
は
卒
業
生
ラ
ウ

ン
ジ
で
、ア
ル
バ
ム
に
見
入
っ
て

青
春
を
懐
か
し
ん
だ
り
、久
し

ぶ
り
に
恩
師
と
の
語
ら
い
を
楽

し
ん
だ
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
、

ま
た
、昨
年
卒
業
し
た
ば
か
り

の
卒
業
生
が
近
況
報
告
す
る

姿
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

・新入生に記念品贈呈【記念品贈呈事業】

・同窓会役員会開催【同窓会総会等開催事業】
・在学生への支援【奨学金事業（奨学金）】

・音楽棟完成に伴う備品寄贈【施設設備充実費】

・同窓会会報（IBU-NEWS）の発行・発送
　【同窓会会報発行事業】

・平成23年度新入生による同窓会費納入開始

・同窓会総会の開催【同窓会総会等開催事業】
・懇親会開催、ホームカミングデーの開催
　【同窓会総会等開催事業】

・教育・研究活動等支援
　【教育・研究活動等支援事業
（学校備品等の寄贈）】
・教育・研究活動等支援
　【教育・研究活動等支援事業（課外活動支援）】

・卒業生に記念品贈呈【記念品贈呈事業】
・在学生への支援【奨学金事業（報奨金）】
　※その他母校の発展に寄与する年間通じての事業

4月

8月

7月

9月

1月

3月

10月

11月

記念品の念珠と念珠袋

副会長の和田千鶴さん 

同窓会会長表彰授与式を実施
　平成23年3月15日、学位授与式の後に、学内外で顕著な活動を
した者に対して会長名において表彰する四天王寺大学同窓会会長

表彰式を実施。今回は、平成22年度に
優秀な成績を挙げたソフトボール部男
子とアイススケート部、ボランティア
活動分野で受賞成果を残したIBU大阪ア
ンカークラブの3者が表彰されました。

四天王寺大学
四天王寺大学短期大学部 四天王寺大学同窓会

副会長の原田一臣さん
　平成23年7月22日、四天王寺大学同窓会
が在学生支援の一環として行う奨学金事業の
第1回目として、大学2名、短期大学部1名、
計3名に奨学金が贈呈されました。

奨学金を贈呈し在学生を支援

協力金のお礼と報告
　経済状況がいまだ厳しき折、皆様方から寄せられました温かい
ご厚志に心より感謝申し上げます。これもひとえに母校愛と同窓
会活動への取組み「協力金のお願い」の趣旨をご理解いただけた
賜と存じます。ご厚志を生かして、卒業生相互の親睦や在学生と
卒業生との交流、母校の発展に寄与する諸活動など、同窓会にお
ける事業計画を着々と進めて参る所存でございます。末筆ながら
皆様の益々のご活躍とご多幸をお祈り申しあげます。
協力金合計　￥4,446,180－
 

同窓会事業報告

記念品の
学位記カバー

平成23年度の主な
事業計画・事業内容

平成22年度　決算報告書
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156,400
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684,575

355

10,000

－3,576

10,000

0

59,656

500,000

10,000

1,720,960

5,832,860

7,553,820

備　考

同窓会会報の発行印刷代等（大学から1/2補助あり）

同窓会会報送料他（大学から1/2補助あり）
その他12,860円

【収入の部】

【支出の部】

科　目

卒業生83名・在学生56名・教職員173名計312名

予算額 決算額 差　異

備　考科　目 予算額 決算額 差　異

（単位:円）

同窓会会費収入

寄 付 金 収 入

協 力 金 収 入

雑 収 入

計

前年度からの繰越金

収 入 の 部 合 計

印刷製本費支出

通 信 費 支 出

会 議 費 支 出

慶 弔 費 支 出

記 念 品 費 支 出

使用料及び手数料

交 誼 費 支 出

事 務 費 支 出

雑 費 支 出

奨 学 金 支 出

施設設備充実費

予 備 費

期 末 未 払 金

計

次年度へ繰越金

支 出 の 部 合 計

入学者1300名に念珠・念珠入れ　
大学・院生・短大生卒業者810名に証書カバー

備品の寄贈（防災ベンチ）　
課外活動の支援等（片流テント）

総会費用として100円券436枚のみ使用

学園役員等の弔慰金

大学祭の同窓会イベント費用（ふうせんレンタル代）

文具代等“同窓会会長”印鑑作成
3,576円は予備費

奨学金（大学4名・短大2名）@150,000×6名　
会長表彰@50,000×3名



さ
ぁ
、あ
の
青
春
時
代
に
帰
ろ
う

仲
間
と
の
再
会
を
。家
族
と
の
思
い
出
づ
く
り
を
。

平成23年度　第3回 四天王寺大学同窓会

「総会」「ホームカミングデー」開催のご案内
　

来
る
11
月
3
日
（
祝
）
、
今
年
度
で
第
3
回
目
に
当

た
る
同
窓
会
総
会
・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
例
年
通
り
、
大
学
祭
・
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
の
開

催
期
間
中
で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
在
学
生
た
ち
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
屋
台
が
展
開
し
、

地
域
の
方
々
も
大
勢
足
を
運

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
の
賑
わ
い
楽
し
み
が
て
ら
、

青
春
時
代
を
共
に
過
ご
し
た

仲
間
と
誘
い
合
わ
せ
、
ま
た
、

ご
家
族
連
れ
で
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、か
ね
て
よ
り
建
設
中
の
音
楽
棟（
8
号

館
）
も
完
成
し
、
最
新
鋭
の
音
楽
教
育
環
境
を
整

備
し
た
本
学
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
を
そ
の
目
で
確

か
め
て
い
た
だ
け
る
な
ど
、
発
展
す
る
母
校
を
実
感

し
て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
な
る
同
窓
会
活
動
の
隆
盛
と
本
学

の
飛
躍
を
期
し
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。

　

な
お
当
日
、
懇
親
を
深
め
る
場
の
提
供
や
恩
師
へ
の

連
絡
が
必
要
な
場
合
は
、
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・新入生に記念品贈呈【記念品贈呈事業】

・同窓会役員会開催【同窓会総会等開催事業】
・在学生への支援【奨学金事業（奨学金）】

・同窓会会報（IBU-NEWS）の発行・発送
　【同窓会会報発行事業】

4月

7月

9月

・平成24年度新入生による同窓会費納入開始

・同窓会総会の開催【同窓会総会等開催事業】
・懇親会開催、ホームカミングデーの開催
　【同窓会総会等開催事業】

10月

11月

1月

・教育・研究活動等支援
　【教育・研究活動等支援事業（課外活動支援）】

・卒業生に記念品贈呈【記念品贈呈事業】
・在学生への支援【奨学金事業（報奨金）】
　※その他母校の発展に寄与する年間通じての事業

3月平成24年度 
主な事業計画・
事業内容（案）

 
同 窓 会

・教育・研究活動等支援【教育・研究活動等支援事業
　（学校備品等の寄贈）】

■四天王寺大学 同窓会公式サイト　
http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/grad_ass/index.html

■ 入試相談会 推薦入試・一般入試のご相談

!!

「Hello Again」
強
い
絆
が
培
う

保
育
者
養
成
の
伝
統

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す

か
？　
学
外
実
習
巡
回
指
導
の
度
に
、

現
場
で
頑
張
っ
て
い
る
卒
業
生
と
出
会

う
の
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
保
育
科
は
、
5
・
6
年
前

と
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
も
一
新
さ

れ
て
い
ま
す
。
メ
イ
ン
は
平
成
20
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
「
保
育
実
践
演
習

Ⅰ
〜
Ⅳ
」
で
、
保
育
科
教
員
が
チ
ー

ム
を
組
み
、
1
・
2
年
生
も
合
同
参

加
す
る
と
い
う
全
国
的
に
も
め
ず
ら

し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
科
目
で
す
。
こ

の
演
習
を
コ
ア
に
し
て
質
の
高
い
保

育
者
養
成
に
取
り
組
み
、
昨
年
度
卒

業
生
は
保
育
職
へ
の
就
職
率

1
0
0
％
の
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

保
育
者
を
目
指
す
と
い
う
目
的
意

識
が
明
確
な
保
育
科
は
、
教
員
と
学

生
と
の
距
離
が
近
く
、
ま
た
学
生
同

士
も
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
絆
の
強
さ

と
新
し
い
試
み
に
挑
む
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
伝
統
と
し
て
い
ま
す
。
同
窓

生
の
皆
さ
ん
に
は
そ
う
し
た
誇
り
を
胸
に
、

子
ど
も
た
ち
と
共
に
い
い
仕
事
を
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
在
、
日
本
の
大
学
は
激

し
い
改
革
の
渦
中
に
あ
り
ま
す
。
I
B
U

も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
私
も
、
今
、
教

育
開
発
推
進
本
部
長
と
し
て
本
学
の
教

育
改
革
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。「
高
校
生

か
ら
見
て
も
、
社
会
人
か
ら
見
て
も
、
進

学
す
る
だ
け
の
意
味
の
あ
る
大
学
に
し
て

行
こ
う
」
と
い
う
の
が
本
学
の
改
革
の
趣

旨
で
す
。
大
学
論
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
議

論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、一
言
で
言
え

ば
、「
大
学
の
学
校
化
」
へ
の
試
み
と

言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

時
代
の
趨
勢
の
中
で
聖
徳
太
子
の
仏

教
精
神
に
基
づ
く
教
育
を
守
り
な
が
ら
、

新
し
く
な
っ
て
い
く
母
校
を
実
感
す
べ
く
、

是
非
、
今
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
に
お
会

い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 短期大学部　保育科

久家 英述 教授         
教育開発推進本部長
学生支援センター長

く      が       ひで  のぶ

教
育
者
と
し
て

日
々
勉
強
が
大
切

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す

か
？　
私
が
本
学
に
赴
任
し
た
平
成

10
年
の
頃
は
、
本
学
の
教
員
採
用
試

験
合
格
者
は
数
え
る
ほ
ど
で
し
た
が
、

そ
の
後
、
大
阪
府
の
教
員
採
用
枠
の

拡
大
と
い
う
追
い
風
も
あ
り
、
そ
の

数
は
驚
く
ほ
ど
増
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
連
動
し
、
O
B
・

O
G
交
流
会
（
12
月
）
や
、
前
年
度

合
格
者
と
の
勉
強
会
（
7
月
）
が
恒

例
化
し
、
質
の
高
い
合
格
者
の
輩
出

と
合
格
者
数
の
増
大
と
い
う
成
果
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
平
成
20
年
、
教
育
学
科
か

ら
教
育
学
部
と
し
て
独
立
し
、
定
員

も
一
挙
に
増
大
。
来
年
4
月
に
は
そ

の
第
1
期
生
が
教
壇
に
立
つ
こ
と
に

な
り
、
卒
業
生
同
士
の
つ
な
が
り
が

ま
す
ま
す
広
が
っ
て
、
I
B
U
の
良

き
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
く
も
の

と
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
私
は
教
育
学
部
の
進

化
・
発
展
の
歴
史
と
共
に
実
り
あ
る
教
員

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
生
が
、
卒

業
後
数
年
し
て
採
用
試
験
の
合
格
の
報

を
届
け
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

時
は
本
当
に
感
無
量
で
し
た
。

　

今
、大
学
は
改
革
期
に
あ
り
、私
は
F
D

（Faculty
D
evelopm

ent

）
専
門
部

会
の
委
員
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
授
業
改
善
に
資
す
る
意
見

を
聞
く
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
良
い
授
業

を
研
究
・
共
有
す
る
た
め
の
教
員
相
互
の

授
業
参
観
な
ど
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
よ
う
な
小
中
学
校
の
教
員

で
あ
れ
、
私
た
ち
大
学
教
員
で
あ
れ
、
教

育
者
に
求
め
ら
れ
る
も
の
、
期
待
さ
れ
る

も
の
は
時
代
と
共
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
卒
業
後
も
恒
例
の
交
流
会
や
同
窓
会

は
も
ち
ろ
ん
、
10
年
ご
と
の
教
員
免
許
更

新
講
習
で
お
会
い
す
る
機
会
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
お
互
い
に
日
々
勉
強
で
す
。
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

教育学部　教育学科

八木 成和 准教授         
FD専門部会委員

や         ぎ          しげ     かず

1号館

2号館

3号館 5号館

6号館

7号館

　音楽棟
体育館

正　門

大講堂

●

●●
● ●
● ●
● ●

● ●
● ●●

懇親会 会場
（事務局棟6階 ラウンジ）

同窓会総会
会場（事務局棟 6階）

★
★

★

★

★

★
★

★

★

駐車場

★

■ 総　会 11:00～12:00
　　　　　　　　（事務局棟 6階）
　　

  ■ 社会人向け学習講座の案内 「たいし塾」「サテライトキャンパス」
                                              等のご案内■ 卒業アルバム展

★

平成23年

11月3日（
祝）

卒業アルバム展

昨年の「保育科交流会」▲

「第2回 保育科在学生・卒業生交流会」
開催のお知らせ 111月3日（祝）13:00～

45

　大学同窓会終了後、昨年に引き続き保育科在学生・卒業
生交流会を実施します。今回は新音楽棟完成を記念して、保
育科創設時に教鞭をとられた先生方にお越しいただき、黎明期
の保育科についてお話を頂戴する予定です。皆様お誘い合わ
せの上、奮ってご参加ください。（詳細は同窓会ホームページをご覧ください）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

同
窓
会
事
務
局（
入
試・
広
報
課
）

電
話
0
7
2
・
9
5
6
・
3
1
8
3（
直
通
）



　

2
月
4
日
に
、
昨
年
9
月
よ
り
中
国
の
浙

江
工
商
大
学
か
ら
本
学
に
留
学
し
て
い
る
14

名
の
留
学
生
の
送
別
会
及
び
修
了
式
を
執
り

行
い
ま
し
た
。
送
別
会
で
の
各
留
学
生
の
ス

ピ
ー
チ
で
は
、

本
学
へ
の
入
学

当
時
よ
り
数
段

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
た
日
本
語
能

力
で
、
日
本
で

の
貴
重
な
体
験

を
熱
く
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
修
了
式
で
は
、
碓
井
学
長
よ

り
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
の
留
学
経
験
を
活
か
し
、
帰
国
後

も
大
学
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

IBU　CAMPUS　NEWS
中
国 

浙
江
工
商
大
学
か
ら
の

交
換
留
学
生
の
送
別
会
と
修
了
式

第
1
回
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

実
施
し
、
就
職
対
策
を
強
化

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子

関
西
リ
ー
グ
1
部
へ
昇
格

平
成
23
年
度 
入
学
式
を
挙
行

「
水
無
月
祭
」を
開
催

文
化
系
ク
ラ
ブ
が
成
果
発
表

留
学
先
で
の
義
援
金
活
動
を

現
地
メ
デ
ィ
ア
が
紹
介

東
日
本
応
援
講
座

「
数
珠
つ
な
ぎ
支
援
の
和
」開
講

 

本
学
の
交
換
留
学
生
が
中
国 

浙
江
工
商
大

学
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
模
様
は
3
月
17
日

夜
７
時
の

中
国
中
央

テ
レ
ビ
で

中
国
全
土

に
放
映
さ

れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ  

S
L
C
C
か
ら

交
換
教
員
ハ
ワ
ー
ド
・
イ
ン
グ
ル

先
生
が
来
校

初
心
者
向
け
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー

養
成
講
座
を
開
催

　

本
学
で
は
、平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
支
援
の

一
つ
と
し
て
学
生
運
営
委
員
会
が
義
援
金
の

募
金
活
動
を
し
て
い
ま
す
。お
寄
せ
い
た
だ
い

た
義
援
金
は
、随
時
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
藤
井
寺

支
店
か
ら
日
本
赤
十
字
社
へ
寄
付
し
て
お
り
、

6
月
12
日
現
在
ま
で
に
7
5
6,
9
7
4
円
を

寄
付
し
ま
し
た
。併
せ
て
、教
職
員
・
同
窓
会

か
ら
も
4,
8
7
0,
0
0
0
円
の
義
援
金
が

寄
せ
ら
れ
、羽
曳
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
を

通
じ
て
日
本
赤
十
字
社
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
震
と
津
波
は
規
模
も
大
き
く
広

範
囲
で
被
害
が
及
び
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
々
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
あ

げ
ま
す
と
と
も
に
犠
牲
に
な
ら
れ
た
多
く
の

方
々
と
、
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
に
お
悔
や
み
を

申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
の
一
日
も

早
い
復
旧
を
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
義
援
金
を
送
付

　

平
成
23
年
度 

四
天
王
寺
大
学
入
学
式
が

4
月
１
日
、
本
学
大
講
堂
に
て
、
午
前
に
教

育
学
部
・
短
期
大
学
部
（
約
5
0
0
名
）と

午
後
か
ら
人
文
社
会
学
部
・
経
営
学
部
・
大

学
院
（
約
6
8
0
名
）
に
分
か
れ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
学
長
、
理
事
長
の
式
辞
に
続
き
、

四
天
王
寺
大
学
同
窓
会 

和
田
千
鶴
副
会
長

よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
長
か
ら

は
、
本
学
学
生
の
理
想
と
し
て
、
「
他
人
を

尊
び
自
分
を
大
切
に
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
何
事
に
も
誠
実
・
正
直
・
真
面
目

で
、愛
と
尊
敬
を

旨
と
し
て
礼
儀
正

し
く
、心
身
と
も

に
健
康
で
あ
る
こ

と
で
す
」と
エ
ー

ル
が
送
ら
れ
、新

入
生
は
新
た
な

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
へ
の
希
望
に
満

ち
た
表
情
で
、晴

れ
の
式
に
臨
ん
で

い
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、

Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
同
好
会
（
仏
喜

踊
）
な
ど
に
よ
る
新
入
生
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

が
盛
大
に
行
わ
れ
、入
学
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子
は
、全
日
本
大
学
選

手
権
大
会（
全
日
本
イ
ン
カ
レ
）や
関
西
学
生

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
で
活
躍
し
、関
西

リ
ー
グ
１
部
へ
の
昇
格
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

4
月
10
日
よ
り
開
催
さ
れ
た
「
第
43
回
春

季
関
西
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
」
に

お
い
て
、
強
豪
校
と
熱
戦
を
展
開
し
た
結
果
、

2
部
B
ブ
ロ
ッ
ク
で
優
勝
し
、
5
月
15
日
、

2
部
A
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
の
大
阪
大
学
と
の
ブ

ロ
ッ
ク
決
勝
戦
へ
進
出
。
1
点
を
争
う
白
熱

戦
と
な
り
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
末
、
11
年
ぶ
り

3
度
目
の
2
部
優
勝
を
果
た
し
、
こ
れ
に
よ

り
１
部
リ
ー
グ
昇
格
が
決
定
し
ま
し
た
。
8

月
5
日
〜
8
日
に
は
、
岐
阜
県
羽
島
市
で
開

催
さ
れ
る
「
第
43
回
西
日
本
大
学
選
手
権
大

会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
5

月
4
日
よ
り

行
わ
れ
た
、

全
日
本
大
学

選
手
権
大
会

関
西
地
区
代

表
を
決
め
る

予
選
で
は
、

熾
烈
な
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
を

勝
ち
上
が
り
、

栄
え
あ
る

「
文
部
科
学

大
臣
杯
第
46

回
全
日
本
大

学
選
手
権
大

会（
全
日
本

　

4
月
23
日
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
ク
ラ
ブ
が
中

心
と
な
り
、
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
初
心
者
向
け

の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
ノ
ー
ト
テ

イ
ク
と
は
聴
覚
障
が
い
者
の
た
め
に
、
大
学

の
講
義
な
ど
の

筆
記
通
訳
を
行

う
こ
と
で
、
今

後
、
多
く
の
学

生
が
ノ
ー
ト
テ

イ
ク
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

旧
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
棟
に

建
設
中
だ
っ
た「
音
楽
棟
」が
、こ
の
夏
、

つ
い
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

地
上
3
階
建
て

の
学
舎
に
は
、多
目

的
教
室
、リ
ズ
ム
室
、

個
人
ピ
ア
ノ
練
習

室
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、学
生
ホ
ー
ル
、

パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム

な
ど
く
つ
ろ
ぎ
の

ス
ペ
ー
ス
も
完
備

さ
れ
、直
接
音
楽
分
野
を
学
ば
な
い
学
科

の
学
生
に
と
っ
て
も
、本
学
の
新
し
い
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
音
楽
棟
」が
堂
々
完
成

最
新
鋭
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

ラ
ン
ゲ
ー
ジ
プ
ラ
ザ

「
i-

T
a
l
k
」開
設
！

イ
ン
カ
レ
）
」
へ
の
出
場
権
を
獲
得
。
平
成

22
年
度
出
場
に
引
き
続
き
、
2
年
連
続
出
場

で
す
。
昨
年
度
は
全
国
ベ
ス
ト
8
入
賞
の

輝
か
し
い
戦
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
同
大

会
は
8
月
26
日
〜
29
日
、
山
口
県
宇
部
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

4
月
6
日
、大
学
3・4
セ
メ
ス
タ
ー
生
、

5・6
セ
メ
ス
タ
ー
生
を
対
象
に
、キ
ャ
リ
ア
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

大
学
3
・
4
セ
メ
ス
タ
ー
生
に
は
、来
年
に

控
え
て
い
る
就
職
活
動
に
対
し
て
、今
か
ら
何

が
で
き
る
の
か
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
探

し
て
い
く
こ
と
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。大
学

５
・
６
セ
メ
ス
タ
ー
生
に
は
、就
職
年
度
を

迎
え
た
こ
と
を
意
識
づ
け
る
と
と
も
に
、低
迷

す
る
景
気
を
ど
う
乗
り
越
え
て
準
備
す
る
か
、

外
部
講
師
に
よ
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
両
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
も
、
学
生

は
真
剣
な
表
情
で
話
に
聞
き
入
り
、
就
職
活

動
へ
の
認
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

　

6
月
19
日
、学
生
運
営
委
員
会
主
催
に
よ

り
、「
水
無
月
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年

度
は「
繋（
つ
な
が
る
）」を
テ
ー
マ
に
、人
々
と

の
繋
が
り
を
深
め
、広
く
日
本
全
体
の
絆
を
創

り
上
げ
大
切
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
込

め
て
実
施
。吹
奏
楽
部
や
軽
音
楽
部
、フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
ク
ラ
ブ

な
ど
の
音
楽
系
ク

ラ
ブ
に
よ
る
演
奏

会
や
、作
品
展
示
、

演
劇
発
表
、模
擬

店
な
ど
が
行
わ
れ
、

大
変
な
盛
り
上
が

り
で
し
た
。

　

5
月
13
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、
ア
メ

リ
カ
ユ
タ
州
の
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
（
S
L
C
C
）
よ
り
、

ハ
ワ
ー
ド
・
イ
ン
グ
ル
先
生
が
来
校
さ
れ

ま
し
た
。

　

5
月
16
日
に"O

ne W
orld, the

P
sy-

chology 
of 
S
ustainability"

「
一
つ

の
世
界
、
持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
す
心

理
」
と
題
し
、
す
べ
て
英
語
で
レ
ク
チ
ャ
ー

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
学
生
・
教

職
員
が
多
数
参

加
し
、熱
心
に

質
疑
応
答
す
る

こ
と
で
、先
生

の
専
門
で
あ
る

“

エ
コ
・
心
理

学”

に
つ
い
て
、

深
く
理
解
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

5
月
18
日
は
、2
回
目
の
レ
ク
チ
ャ
ー
と

し
て
、" 1

0
 years of teaching Eco-

P
sycholog

y"

「
エ
コ
心
理
学
を
10
年
教

え
て
」
を
行
い
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

教
育
学
科
４
年
生 

脇
黒
丸
佳
子
さ
ん

「
日
本
武
道
館
賞
」受
賞

　

教
育
学
科
保
健
教
育
コ
ー
ス
4
年
生 

脇
黒

丸
佳
子
さ
ん
が
、第
47
回
全
日
本
書
初
め
大

展
覧
会「
日
本
武
道
館
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

6
月
14
日
、恩
師
の
金
森
江
仙
先
生
と
共
に

碓
井
岑
夫
学
長
を
訪
問
し
、作
品
を
披
露
。グ

ア
ム
で
の
派
遣
書
道
指
導
の
経
験
も
あ
る
脇

黒
丸
さ
ん
は
、

書
道
を
通
し

て
養
わ
れ
た

「
洞
察
力
」も

生
か
し
、児
童

生
徒
の
心
を

よ
り
理
解
で
き
る
養
護
教
諭
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

!!
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5
月
か
ら
6
月
に

か
け
、
東
日
本
応
援

講
座
「
数
珠
つ
な
ぎ

支
援
の
和
」
と
題
し

た
リ
レ
ー
形
式
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
講
座

を
行
い
、
地
域
の

方
々
を
中
心
に
多
数

の
ご
参
加
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

13
名
の
教
員
が
「
自
身
の
専
門
領
域
」
や

「
心
の
ケ
ア
」、
さ
ら
に
は
「
震
災
」
等
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
座
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

一
人
あ
た
り
5
0
0
円
の
受
講
料
と
、
こ

の
間
に
集
ま
っ
た
義
援
金
を
合
わ
せ
て
総
額

1
2
8,
9
1
0
円
を
日
本
赤
十
字
社
へ
寄
付

し
ま
し
た
。

開講にあたり参加者全員で黙祷

　

学
生
食
堂
の
す

ぐ
そ
ば
に
設
け
ら

れ
た「
ラ
ン
ゲ
ー

ジ・プ
ラ
ザ
」は
、空

き
時
間
を
利
用
し

て
、気
軽
に
ネ
イ
テ
ィ

ブ・ス
ピ
ー
カ
ー
と
会

話
が
で
き
る
施
設
で
す
。日
常
的
に
生
き

た
外
国
語
に
触
れ
る
こ
と
で
、実
践
的
な

外
国
語
運
用
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。無
料
の
個
人
レ
ッ
ス
ン
も

利
用
で
き
、日
本
人
ス
タ
ッ
フ
も
常
駐
し

て
い
る
の
で
、留
学
を
考
え
て
い
る
学
生

か
ら
、外
国
語
で
の
日
常
会
話
を
楽
し
ん

で
み
た
い
学
生
ま
で
、学
科
や
目
的
を
問

わ
ず
利
用
で
き
ま
す
。
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